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(2) 報広町手口目白

農
業
振
興
地
域
制
度
の
実
施
に
伴

な
い
、
昭
和
四
十
七
年
度
に
指
定
を

受
け
た
本
町
に
お
い
て
も
、
こ
れ
が

要
旨
の
徹
底
を
図
る
べ
く
、
都
市
計

画
法
に
よ
る
市
街
化
調
整
区
域
の
関

係
部
落
説
明
会
の
開
催
、
各
種
資
料

の
配
布
等
推
進
を
は
か
つ
て
ま
い
リ

ま
し
た
が
、
現
に
農
業
を
営
み
、
か

っ
今
後
お
、
よ
そ
十
年
位
は
農
業
振

興
を
図
っ
て
ゆ
く
必
要
の
あ
る
地
域

(
農
用
地
区
域
)
の
設
定
等
、
事
務

処
理
を
進
め
、
去
る
一
月
二
十
四
日

開
催
の
「
農
業
振
興
地
域
整
備
促
進

協
議
会
」
に
お
い
て
原
案
決
定
を
み

ま
し
た
の
で
二
月
二
十
三
日
ま
で
役

場
に
お
い
て
縦
覧
を
し
て
ま
い
り
ま

し
た。こ

の
「
農
用
地
区
域
」
に
入

っ
た

場
合
の
優
遇
惜
置
等
に
つ
い
て
は
、

い
ま
ま
で
何
度
か
資
料
を
配
布
し
て

お
り
、
す
で
に
ご
承
知
の
事
と
思
い

ま
す
の
で
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
が
、
こ
の
農
用
地
利
用
計
画
案
に

対
す
る
異
議
申
立
て
も
三
月
十
日
で

終
り
現
在
整
備
計
画
を
樹
立
す
べ
く

事
務
局
に
お
い
て
準
備
を
す
す
め
て

ヲ令。

農
用
地
利
用
計
画
の
区
域
に
入

る
地
域
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①

身

延

線
以
西
の
地
区

(小
字
表

一不
)

西条一

L
治
合
・
八
公
免

・
穴
田
・

年
七
日
川

西
条
新
田

1
神
の
木

・
砂
田
・
村

北

・
西
道
上
・

村
前

押
越
I
箕
作

・
天
神

・
殿
屋
敷

・

東
道
回
・
氏
神
・
出
口
河

原

・
冷
間
窪
・

小
代
・
五

本
杉

・
奥
小
代

・
東
冷
問

鎌
田
川
端
・
中
せ
ぎ

・
大

窪
・
新
田
・

新
田
西

河
東
中
島

l
才
神

・
中
田

・
深
ま

ち

・
村
西
・

西
国
田

・
仕
作

紙
漉
阿
原

1
サ
ツ
平

・
沼

築
地
新
屠

1
村
前
・
東
河
原

飯
喰

l
出
関
西
・

水
上

・
中
河
原

神
明
・
西
丹
保

・
堀
尻

・
金
屋

敷

・
殿
屋
敷
・
村
西

・
村
前

上
河
東

1
田
ノ
神
田

②
身
延
線
以
東
の
地
区

紙
漉
阿
原

1
サ
ツ
平

・
滝
の
口・

ザ
ク

ロ
田

ほ
場
整
備
地
区
よ
染
地
工
区

昭

和
四
十
四
年
・
昭
和
四
十
五
年

中
島
工
区

昭

和

四
十
五
年

飯

喰
工
区
昭
和
四
十
六
年

河
西

飯
喰
工
区
・

河
東
中
島
(十
二
枚
)

工
区

中
央
高
速
自
動
車
道

昭
和
町
内
の
中
心

杭
打
終
る

昨
年
夏
行
な
わ
れ
た
昭
和
イ
ン
タ

ー
チ
ェ

ン
ジ
の
中
心
杭
打
に
引
続
い

て
、
昭
和
i
勝
沼
聞
の
中
心
杭
打
が

各
地
権
者
会
の
協
力
の
も
と
に
、
去

る
一
月
二
十
二
日
か
ら
四
日
間
で
玉

穂
村
境
界
ま
で
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
作
業
工
程
は
、
ま
ず

設
計
内
容
に
つ
い
て
、
各
地
権
者
会

町
中
央
道
対
策
委
員
会
等
と
、
日

本
道
路
公
団
と
に
お
い
て
協
議
し
、

こ
の
協
議
が
成
立
し
て
は
じ
め
て
幅

杭
の
杭
打
と
な
り
ま
す
。

押越附近県道
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成
人
式
盛
大
に
終
る

昭
和
四
十
八
年
度
の
成
人
式
は
去
成
人
式
に
関
し
昭
和
四
十
八
年
十

る
一
月
十
五
日
、
例
年
ど
う
り
中
央

一
月
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集

公
民
館
に
お
い
て
盛
大
に
行
な
わ
れ
計
を
発
表
し
、
来
年
度
の
刻
当
者
へ

ま
し
た
。

の
よ
さ
参
考
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

計

(男
四
十
三
・
女
三
十
七

集

計
八
十
名
)
昭
和
紛
・
日
月
実
施

広

項 目
男 女 計

人数 % 人数 % 人数 % 
1.アルバム 19 44.2 19 51. 4 38 47.9 

1.成人式 2.成人手帳 7 16.3 5.4 11. 3 
の記念 3.町の木(つばき) 10 23.3 12 32.4 22 27.5 
品とし 4.辞典 14.0 4 10.8 10 12.5 
ては

5.無記入

2女子の
1.和服 16 37.2 19 51.4 35 43.8 

服装と
2. ì宇 ~R 21 48.8 12 32.4 33 41. 3 
3.自由 3 7.0 6 16.2 11. 3 

しては
4.無記入 7.0 3.8 
1.行った方がよい 35 81.4 26 70.3 61 76.3 

3.成人式 2.11わなくともよい 7 16.3 9 24.3 16 20.0 
(ま 3.どちらでもよい

4.無記入

4.祝辞激 1.1人ぐらいでよい 19 44.2 25 67.6 44 55.0 
励の言葉 2. 2人ぐらいでよい 21 48.8 10 27.0 31 38.8 
などは 3.3人〈、らいでよい 6.3 

l討論会 7.0 6.3 
2.記念講演会 9.3 13.5 11.3 
3.意見発表会 7.0 3.8 
4.茶話会 17 40.0 20 54.0 37 46.3 
5.娯楽会 15 34.9 10 27.0 25 31. 3 
6.その他

町手口昭

そ
の
他
の
希
望
さ
れ
る
こ
と
が
ら

三
、
女
子
の
服
装
が
華
美
に
な
ら
な

い
よ
う
に

女
子

一
、
早
く
切
り
上
げ
て
欲
し
い

二
、
形
式
的
で
な
い
よ
う
に

(3) 

男
子

一
、
時
聞
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
し

て
ほ
し
い
。

二
、
少
し
で
よ
い
か
ら
祝
酒
が
ほ
し

ーし

v

高
額
療
養

支
給
制
度
が

発
足

自
己
負
担
月
三
万
円
を
越
え
る

医
療
費
は
国
保
が
負
担
し
ま
す

私
た
ち
の
国
民
健
康
保
険
で
は
、
こ

の
度
、
高
額
療
養
費
支
給
制
度
を
発

足
致
し
ま
し
た
。

こ
の
高
額
療
養
費
と
い
う
の
は
、

被
保
険
者
の
方
が
お
医
者
さ
ん
に
か

か
っ
て
、
自
己
負
担
額
が
一
ヵ
月
三

万
円
を
こ
え
た
場
合
は
、
そ
の
こ
え

た
額
を
国
民
健
康
保
険
が
負
担
す
る

と
い
う
制
度
で
す
。
し
た
が

っ
て、

長
期
療
養
の
方
、
あ
る
い
は
む
ず
か

し
い
病
気
の
方
は
、
医
療
費
の
自
己

負
担
額
は
一
ヵ
月
三
万
円
ま
で
、
と

い
う
こ
と
に
な
る
わ
け
で
、
ま
き
に
、

国
民
健
康
保
険
制
度
発
足
以
来
の
画

期
的
な
給
付
の
改
善
と
い
え
ま
し
ょ

、

円

j

。た
だ
、
ご
注
意
い
た
だ
き
た
い
の

は
、
国
民
健
康
保
険
の
財
政
状
態
は

決
し
て
楽
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
最
近
の
目
を
見
張
る
よ
う
な
医

療
費
の
増
加
に
加
え
て
、
こ
の
度
又

大
幅
な
医
療
費
の
値
上
げ
が
あ
り
ま

し
た
。
国
保
の
台
所
は
正
に
火
の
車

の
状
態
に
あ
る
、
と
い
え
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
態
の
中
で
、
あ
え
て

高
額
療
養
費
の
支
給
と
い
う
大
事
業

に
ふ
み
切
っ
た
の
は
、
病
気
に
な
っ

て
も
金
の
い
ら
な
い
社
会
。
と
い
う
万

国
民
健
康
保
険
制
度
創
設
の
大
理
想

に
、
一
歩
で
も
近
づ
き
た
い
と
い
う

念
願
か
ら
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

ど
う
か
、
被
保
険
者
各
位
は
、
こ

の
間
の
事
情
を
ご
賢
察
の
上
、
医
療

費
節
約
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
国
民

健
康
保
険
の
運
営
に
ご
理
解
ご
支
援

下
さ
る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

-
ど
の
よ
う
な
場
合
に
支
給
さ
れ
る

カ・・・:・
国
保
の
加
入
者
(
被
保
険
者
)
が
医

者
に
か
か
る
場
合
は
、
か
か
っ
た
医

療
費
の
三
割
を
一
部
負
担
金
と
し
て

自
分
で
負
担
し
て
、
病
院
、
診
療
所

の
窓
口
で
支
払
う
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

一
人
の
加
入
者
が
医
者
に
か

か
っ
て

一
つ
の
病
院
、
診
療
所

(保

険
薬
局
も
同
じ
)
に、

一
ヵ
月
、

三

万
円
以
上
の

一
部
負
担
金
(
自
己
負

担
分
)
を
支
払
っ
た
場
合
、

三
万
円

を
越
え
た
額
は
国
保
が
負
担
し
、
あ

と
か
ら
加
入
者
へ
払
い
戻
し
ま
す
。

な
お
、
支
給
申
請
及
び
受
給
手
続
き

そ
の
他
く
わ
し
い
こ
と
は
、
役
場
住

民
課
国
保
係

へ
お
問
合
せ
下
さ
い
。

児
童
手
当
制
度

四
月
一
日
か
ら
、
児
童
手
当
の
支

給
対
象
と
な
る
児
童
の
範
囲
が
、
さ

ら
に
広
が
り
ま
す
。

支
給
対
象
は
、
十
八
才
未
満
の
児

童
を
三
人
以
上
養
育
し
て
い
る
場
合

三
人
目
か
ら
児
童
一
人
に
つ
き
、
月

額
三
千
円
を
支
給
す
る
も
の
で
、
今

ま
で
は
三
人
目
か
ら
の
児
童
の
年
齢

が
、
十
才
未
満
で
し
た
が
、
こ
の
四

月
か
ら
は
、
中
学
校
を
卒
業
す
る
前

の
児
童
ま
で
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

尚、

受
付
は
役
場
の
住
民
課
で
行

な
い
ま
す
。

新たに児童手当を受けることが出来る

人。 (

児童が 14才・ 16オ・ 17才の 3人の場合

14オ児が対象児になります。

児童手当の額が増える人

児童が 6才・ 11才・ 13才・ 16才の 4人

の場合、 3月まで6才児一人が

対象ですが、 4月か ら6才児と i 
11才児が対象になります。
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カメラ

報広町手口昭

古
い
伝
統
を

残
こ
そ
う

変
り
ゆ
く
都
市
化
の
中
で
、
古
い

伝
統
を
ほ
こ
る
、
道
祖
神
祭
り
が
毎

年

一
月
十
四
日
、

各
部
落
ご
と
に
そ

れ
ぞ
れ
の
形
で
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
獅
子
が
舞
う
部
落
は
年
ご
と
に

少
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

近
代
化
の
波
が
押
し
ょ
せ
る
な
か

で
、
都
市
近
郊
と
は
い
え
、
古
き
良

き
伝
統
を
次
代
を
背
負
、
つ
若
者
達
が

引
き
つ
づ
き
残
し
て
い
き
た
い
も
の

で
す
。

品
目
か
ら
の

遊
び
を

一
月
十
七
日
、
押
原
小
学
校
で
は

一
年
生
か
ら
六
年
生
全
員
に
、
冬
休

み
の
宿
題
の
一
つ
で
、

竹
馬
、
た
こ
、

弓
矢
、
パ
ツ
カ
リ
ン
、
は
ご
板
を
自

分
で
作
り
発
表
会
を
行
な
い
ま
し
た
。

こ
の
目
的
は
、

最
近
の
遊
び
の
な

か
に
は
、
時
代
の
発
達
で
す
ば
ら
し

い
完
成
品
が
多
く
、
自
分
の
力
で
考

え
、
作
ろ
う
と
す
る
事
に
欠
け
る
た

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
で
、
い
ろ
い

ろ
な
形
で
作
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
い
ろ
い
ろ
の
作
品
を

持
ち
よ
り
、
た
こ
上
げ
は
押
原
中
学

校

(予
定
地
)
で
、
そ
の
ほ
か
は
、

小
中
学
校
々
庭
で
発
表
会
を
行
な
い

ま
し
た
。

一自分の名前を書いて………たこ上げー

一空かんてo作ったパッカリンー一高・低それぞれの竹馬乗りー
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若きですよ

町手口日百(5) 

生沼さん迎え

バレー教室聞かれる

去る 1月17日、昭和町体育館に於て、

オリンピック元、目立武蔵の生沼澄江きん

を迎え日立バレー教室を聞きました。

まちのママさんバレーが発足して、盛

り上がって来たおりだけに体育館には入

りきれないほどの盛大ぶりでした。

生沼さんの指導は バレーボールのプ

レーについての指導ではなく、プレーに

つながる基礎の体の動きを中心に約 2時

間の指導を受けました。

…
ハ
ウ
ス
の
中
は

花
ざ
か
り

ト
…
ま
ち
で
も
促
成
野
菜
栽
培
の
進
ん

ウ

h

で
い
る
中
で
、
昨
年
の
石
油
不
足
の

昨

γ

し
わ
ょ
せ
で
、
町
内
の
促
成
栽
培
農

チ
ハ
家
も
大
き
な
影
響
を
受
け
ま
し
た
。

刈

V

こ
の
中
で
押
越
の
浅
川
き
ん
の
イ
チ

ん

v

ゴ
ハ
ウ
ス
の
中
で
は
、
早
い
も
の
は

同

~

十
二
月
に
出
荷
さ
れ
現
在
な
お
引
続

却
〉
い
て
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

越

'
m・、

J
4戸

一

物

細

川

W

…
町
営
住
宅
二
期

工
事
完
成
近
し

J

第
二
期
建
設
の
二
二
戸
に
つ
い
て
は
、

一
(
昨
年
の
九
月
、
日
興
建
設
K
K
と
契

宅

v

約
を
な
し
、
着
手
し
て
ま
い
り
ま
し

i

e

 

都
い
た
が
、
工
期
中
途
に
於
い
て
、
急
激

町

V

な
資
材
の
高
騰
で
資
材
の
供
給
に
支

M

J

J

障
を
き
た
し
た
が
、
両
者
一
丸
と
な

t
‘
 

い
〈
り
、

三
月

一
五
日
完
成
日
を
目
途
に

城
山
現
在
急
ピ

ッ
チ
で
工
事
を
し
て
い
る
。

1
・

↓
い
尚
こ
れ
ら
の
入
居
に
つ
い
て
は
、
即

巾
に
、
二
月
二
十
五
日
に
入
居
者
募
集

w

を
締
き
り
、
三
月
十
日
頃
に
は
入
居

ハ
者
が
決
定
し
、
四
月
一
日
よ
り
入
居

、
と
な
り
ま
す
。



(6) 

教
育
委
員
会
は
学
校
教
育
に
関
す

る
こ
と
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
仕
事
を
進

め
て
お
り
ま
す
が
、
公
民
館
誕
生
を

契
機
に
社
会
教
育
に
力
を
入
れ
何

と
か
そ
の
基
礎
を
つ
く
り
上
げ
た
い

と
職
員
一
向
、
一
致
協
力
こ
れ
が
実

現
に
力
を
尽
し
て
お
り
ま
す
。
ど
う

か
地
域
の
皆
様
方
に
も
、
ご
協
力
の

程
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

事
務
の
内
容
、
機
構
な
ど
次
の
と

お
り
で
す
。

学
校
教
育

就
学
並
び
に
就
学
援
助
・
教
科
書

学
校
教
職
員
・
学
校
管
理
・
学
校
建

築
等
に
関
す
る
事
務

社
会
教
育
(
公
民
館
事
業
の
実
施
)

{
丞
庭
教
育
学
級
・
青
年
学
級
・
婦
人

講
座
・
成
人
講
座
等
の
開
設
・
文
化

協
会
各
部
の
育
成
・
成
人
式
・
文
化

一教育委員会一

報広町手口日百

ん

ホE
l は

ム

財
等
に
関
す
る
こ
と
。

顔
を
見
せ
る
人
を
思
う
と
早
く
い
っ

社

会

体

育

ル

パ

l
で

す

て

や

ら

ね

ば

と

、

訪

問

す

る

こ

と

が

町
体
育
祭
実
施
、
体
育
協
会
各
専

小

宮

山

容

子

楽

し

く

な

っ
た
様
な
今
日
こ
の
頃
で

門
部
の
育
成
、
各
種
体
育
大
会
の
実

υ

町
で
ホ

l
ム
へ
ル

パ
l

(ね
た
い
奉
仕
員
と
は
何
を
す
る
の
か
わ
か
す
。

施
、
体
力
テ
ス
ト
実
施
ふ
さ
り
老
人
や
単
身
で
体
の
弱
い
老
人
〈
ら
な
い
ま
ま
こ
の
仕
事
を
引
き
受
け
今
日
迄
の
浅
い
私
の
経
験
で
は
、

青
少
年
対
策

V

を
訪
問
し
て
お
世
話
を
す
る
)
を
設
~
ま
し
た
が
、
幸
い
に
関
係
各
位
の
御
家
庭
を
訪
問
し
て
老
人
達
が
何
を
考

青
少
年
団
体
の
育
成
・
青
少
年
の
山
け
て
早
一
年
余
り
に
な
り
ま
し
た
。

い
指
導
に
よ
り
早
一
年
余
り
過
ぎ
ま
し
え
、
何
を
望
ん
で
い
る
の
か
わ
か
り

健
全
育
成
・
青
少
年
の
非
行
防
止
へ
こ
れ
は
老
人
福
祉
事
業
の
一
つ
で
へ
た
。

に

ま
せ
ん
で
し
た
。
奉
仕
員
が
ほ
ん
と

青
少
年
の
生
活
指
導
・
青
少
年
ス
キ
〉
係
が
土

・
日
曜
日
を
除
く
毎
日
町
内
…
私
は
老
人
と
生
活
を
共
に
し
た
事
う
の
話
相
手
、
又
、
身
の
廻
り
の
世
話

|
教
育
「
集
い
」
等
の
開
設
実
施

ハ
の
{
丞
胞
を
訪
問
し
て
お
り
ま
す
。

〈
が
な
く
、
毎
日
を
ど
の
よ
う
に
過
し
{
丞
腔
に
よ
っ
て
種
々
違
い
ま
す
が
、

構

成

~

そ

こ

で

こ

の

仕

事

を

し

て

い

る

小

〉

て

い

る

の

か

と

思

い

、

初

め

て

の

訪

老

後

を

楽

し

く

過

ご

せ

る

様

な

社

会

教
育
長
(
公
民
館
長
二
二
神
広
光
三
呂
山
さ
ん
に
一
年
間
を
ふ
り
か
え
っ
〈
聞
に
不
安
で
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
福
祉
を
十
分
し
て
や
り
、
こ
の
様
な

社
会
教
育
、
王
事
中
沢
孝
造
〈
て
体
験
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の~
し
か
し
同
居
家
族
の
ね
た
き
り
老
人
老
人
に
も
っ
と
暖
か
く
手
を
さ
し
の

社
会
体
育
主
事
井
上
俊
男

'

類
線
機
イ

ー
:
;醤
臨
機
機
線
機
線
機
の
姿
を
見
た
時
、
驚
き
で
い
っ
ぱ
い
べ
、
自
分
の
老
後
の
事
等
想
像
し
て

学

校

事

務

主

事

補

向

山

晃

嬢

f
J〈
機
織

磯

繍

線

機

畿

で

し

た

。

し

み

じ

み

考

え

き

せ

ら

れ

ま

す

。

公

民

館

管

理

用

務

員

河

澄

藤

子

盤

譲

襲

襲

撃

勝

襲

覚

悟

は

し

て

い

た

も

の

の

足

ど

り

で

一

年

余

り

の

体

験

を

生

か

し

議

軍

機

麟

撃

機

闘
機
脳
鶴
麟
畿
の
重
い
毎
日
で
し
た
。
し
か
し
月
日
て
、
ま
ず
親
切
・
忍
耐
の
文
字
を
心

綴
¥
一
議
議
謹
関
欝
機
闘
機
の
た
つ
に
つ
れ
て
自
分
の
仕
事
の
重
に
き
め
、
か
ら
っ
風
の
吹
く
道
を
ぺ

警

護

謬

題

懇

欝

撃

畿

大

き

を

知

り

首

を

長

く

し

て

待

っ

て

タ

ル

も

軽

く

何
時
迄
も
奉
仕
活
動
を

議
綴
議
購
鱒
鱒
議
襲
撃
機
織
い
る
年
寄
り
、

私
の
声
が
す
る
と
笑
つ
づ
け
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

の
行
な
わ
れ
る
よ
、
っ
訴
え
続
け
て
お

り
ま
す
。
町
民
の
皆
様
の
御
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
す
。
定
め
ら
れ
た
選

挙
法
の
中
で
は
、
大
い
に
活
発
に
選

挙
選
を
戦
っ
て
下
さ
い
。

「よ
く
見
よ
く
聞
き
よ
く
考
え

て
」
一
票
を
投
じ
て
頂
き
た
く
、
明

正
選
挙
行
使
の
五
原
則
自
覚
の
上
に

立
っ
て
、
選
挙
を
意
義
あ
ら
し
め
る

よ
う
、
強
く
要
望
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。

J¥ 

選
挙
の
年
に
当
つ

て

選
挙
は
ど
ち
ら
か
と
云
え
ば
、
国

会
議
員
よ
り
知
事
、
知
事
よ
り
町
長

と
か
議
員
選
挙
の
方
に
、
有
権
者
は

選
挙
と
云
、
つ
も
の
を
身
近
に
感
ん
じ

熱
を
入
れ
て
い
る
様
に
思
え
ま
す
。

本
年
は
そ
の
身
近
な
町
長
選
挙
が

五
月
、
続
い
て
参
議
院
議
員
選
挙
が

六
月
執
行
き
れ
ま
す
。

今
さ
ら
選
挙
は
誰
の
為
に
行
な
、
つ

か
と
問
い
か
け
た
と
し
た
ら
、
笑
は

ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
中
に
は

候
補
者
の
当
選
を
様
つ
行
事
ぐ
ら
い

に
考
え
て
居
る
人
も
あ
る
の
が
事
実

で
あ
り
、
選
挙
の
本
来
の
目
的
を
認

識
さ
れ
な
い
と
こ
ろ
に
問
題
が
起
り

ま
す
。そ

こ
で
吾
々
は
何
時
も
有
権
者
の

皆
さ
ん
に
、
「
明
る
く
正
し
い
選
挙
」



国
民
年
金
被
保
健
者
の

み
な
さ
ん
へ

保
健
料
納
付
の
お
知
ら
せ
/

人
権
擁
護
委
員
が

ん

-

J

昭
和
町
担
当
人
権
擁
護
委
員

委

嘱

発

令

さ

れ

ま

し

た

昭

和

町

西

条

井

口

伝
殿
一

去
る
十
二
月
十
五
日
づ
け
で
、
法

担

当

の

人

権

擁

護

委

員

と

し

て

委

嘱

(

再

任
)一一

一
務
大
臣
か
ら
、
下
記
の
者
が
、
昭
和
町

さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
致
し
ま

報

昭
和
四
十
八
年
度
も
残
り
少
な
く

な
り
、
現
時
点
に
お
い
て
現
年
度

(昭
和
四
十
八
年
度
)
分
の
保
険
料
が

未
納
に
な
っ
て
い
る
方
に
は
、
年
度

内

(
三
月
三
十
一

日
ま
で
)
に
完
納

す
る
よ
、
つ
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

尚
保
険
料
額
は
昭
和
四
十
八
年
十

二
月
ま
で
は
一
ヶ
月
五
五

O
円
、
(
所

得
比
例
は
九

O
O円
)
で
す
が
、
昭

和
四
十
九
年
一
月
か
ら
は
、
一
ヶ
月

九

O
O円

(
所
得
比
例
は
、
一
、

三

0
0円
)
に
な
り
ま
し
た
。

又
、
過
年
度
分
に
お
い
て
未
納
の

あ
る
方
は
、
今
回
の
法
律
改
正
に
よ

り
、
過
去
に
時
効
に
よ
っ
て
納
め
ら

れ
な
く
な
っ
た
保
険
料
を
も
う
一
度
、

特
例
的
に
昭
和
五
十
年
十
二
月
三
十

一
日
ま
で
に

一
ヶ
月
九

O
O円
の
割

合
で
納
め
る
よ
う
き
ま
り
ま
し
た
の

で
合
わ
せ
て
保
険
料
を
納
付
す
る
よ

う
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

広町和日百(7) 

四
月
か
ら
助
産
・
葬
祭
費
増
額
/

国
民
健
康
保
険
の
助
産
費
及
葬
祭
費

の
給
付
額
が
、
来
る
四
月
一

日
よ
り

左
記
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま
す
。

助
補
費
同

一
万
円
|
側
二
万
円

葬
祭
費
例
二
千
円
|
例
五
千
円

三
月
保
健
衛
生

行
事
予
定

月

五

月
三

月

十

三

日

三

月

十

九

日

三
月
二
十
七
日

三
月
二
十
八
日

三

月

十

五

日 日

第
四
次
結
核
住
民

検

診

結

核

精

密

検
診

小
学
校
入
学
児
種

痘
接
種

小
学
校

卒
業
児
種
痘
接
種

妊
婦
健
康
相
談

心
電
図
検
診

乳
児
検
診

乳
児
検
診

入
学
校
入
学
児
種

痘
判
定

小
学
校

卒
業
児
種
痘
判
定

八
日

、
，
)
/

れ
栄
一

卜
必
ハ

ふ川
A
仰

四
十
八
年
十
一
月
二
十
六
日
か
ら

四
十
九
年
二
月
十
二
日
届
出

出
生

大
野
道
彦

H

稔

長

男

二

区

飯
室
里
香
父
貞
男
長
女

上
河
東

加
賀
美
理
恵
H
H

為
雄
長
女

小
沢
直
己

N

勝
己
長
男
飯
喰

望
月
恵
子

H

玄
弥
長
女

功

万

純

H

正
信
長
男
二
区

田
中
恵
子

H

平

長

女

河

西

加
々
本
法
子
H

洋

二

女

武
井
久
魅

H

智
久
長
女
二
区

太
田
博
之

H
H

始
長
男

H

井
口
修
次

H
芳
浩
二
男

志
村
恵
理
子
父
一
長
女

深
沢
美
保

H

二
郎
二
女

相

沢

希

H

猛
二
女

薬
袋
芳
樹

H

重
春
長
男

石
川
エ

ミ
子
H
秀
男
長
女

笠
井
直
仁

H

文
男
二
男

飯

室

千

春

父

和
春
長
女

fI fI fI fI fI fI fI 築
地

幡
野
理
恵

H

功
長
女

田
中
康
彦
父
政
明
長
男

保
坂
吉
泰

H

和
友
三
男

海
野

健

刀

国
雄
長
男

志
村
治
彦

H

正
和
二
男

柳
沢
亜
矢

H

進
長
女

望
月
佐
和

H
H

幸
太
郎
二
女

H

市
川
洋
一

y潤
二
長
男
一
区

野
呂
瀬
吉
彦
H

正
彦
二
男

新
井
奈
緒

H

弘
長
女

戸
坂
龍
太
郎
刀
充
長
男

深
沢
希
美
子
H

茂
長
女

海
野
茂
広

刀
一
範
長
男

婚
姻

小
林

一

塩
沢
公
江

村
上
高
山

横
内
澄
枝

武
井
国
明

井
口
香
代
子

鷺
山
房
雄

河
崎
雅
江

功
万
正
信

大
間
秀
子

畑
野
松
雄

天
野
と
き
子

築
地

押 M

越 μ

妻夫

西
条
一
区

西
条
二
区

西
条
二
区

阿
原

河
西

押
越

有
泉
好
平

保
坂
富
士
子

春
日
幸
次

飯
室
美
和

三
井
賢
一

飯
塚
き
み
江

小
林
文
男

遠
藤
み
ど
り

伊

藤

浩

斉
藤
洋
子

小
沢
忠
明

望
月
美
空

岩
池
二
三
雄

池
谷
輝
枝

小
笠
原
英
喜

一
瀬
二
三
子

鶴
田

一

雨
宮
芳
子

伊
藤
長
久

杉
田
君
子

篠
原
茂
樹

小
林
千
恵
子

浅
川
正
博

石
居
逸
子

横
内
和
美

田
中

幸

区
二
区

青
水

二
区

阿
原

飯
H食

清
水

上
河
東

押
越

二
区

上
河
東

築
地



1(8) 

短
歌
教
室
を
終
え
て

四
十
六
年
の
公
民
館
建
設
に
伴
い
、

文
化
協
会
に
於
け
る
各
部
聞
の
活
動

は
著
し
く
向
上
し
て
参
り
ま
し

た
私
ど
も
文
芸
部
と
致
し
ま
し
で
も

三
部
門
の
基
礎
的
の
勉
強
を
要
望
す

る
者
、
多
数
に
の
ぼ
り
、
四
十
八
年
度

の
事
業
計
画
に
盛
ら
れ
、
直
ち
に
実

現
さ
れ
ま
し
た
。

俳
句
部
に
於
き
ま
し
て
は
、
十
一

月
二
十
四
日
よ
り
四
回
に
百
一
り
、
俳

句
教
室
が
聞
か
れ
、
加
賀
美
子
麓
先

生
を
講
師
と
し
て
作
句
に
つ
い
て
最

も
大
切
な
「
形
、
内
容
、
表
現
」
等

そ
の
他
詳
細
に
亘
る
講
議
の
他
、
自

作
俳
句
に
つ
い
て
適
切
な
御
指
導
御

批
判
を
受
け
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に

そ
の
効
果
が
現
わ
れ
、
上
達
ぶ
り
は

予
想
以
上
の
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
新
人
の
入
門
者
の
少
な
か

っ
た
事
は
、
ほ
ん
と
う
に
残
念
に
思

い
ま
す
。
毎
日
の
生
活
の
中
の
て
」

ま

一
こ
ま
を
俳
句
に
託
す
こ
と
が
過

ぎ
し
日
の
懐
し
い
思
い
出
と
な
り
、

心
の
支
え
と
も
な
り
、
豊
か
な
人
間

性
を
培
う
こ
と
に
も
な
る
事
と
思
い

ま
す
。
又
人
生
の
生
甲
斐
の
一
つ
と

し
て
、
充
た
さ
れ
た
日
々
を
送
る
事

も
出
来
ま
し
ょ
う
。

ど
う
ぞ
こ
れ
か
ら
も
作
句

へ
の
情

熱
を
燃
や
し
続
け
、
一
層
の
御
精
進

を
お
願
い
す
る
と
共
に
、
振
っ
て
新

人
の
入
門
を
切
望
し
ま
す
。

内
藤
ふ
く
次

社
会
教
育
行
事
の
お
知
ら
せ

青
年
学
級

昭
和
町
中
央
公
民
館
で
は
、
三
月

中
に
三
回
に
わ
た
っ
て
婚
前
学
習
を

開
催
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
結
婚
さ
れ

る
青
年
の
み
な
さ
ん
が
、
結
婚
に
対

す
る
正
し
い
知
識
を
学
び
、
楽
し
い

し
あ
わ
せ
な
人
生
が
お
く
れ
る
よ
う

婚
前
学
習
を
開
く
も
の
で
す
。

青
年
の
み
な
さ
ん
の
多
数
参
加
を

お
す
す
め
し
ま
す
。

(
申
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は

昭
和
町
中
央
公
民
館
三
七
三
七

へ)
成
人
大
学
講
座

わ
だ
く
し
た
ち
の
地
域
も
、
最
近

道
路
の
開
発
、
住
宅
の
建
設
、
工
場

の
進
出
等
、
地
域
開
発
の
波
が
お
し

ょ
せ
将
来
に
向
つ
て
の
大
き
な
転
換

期
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
昨

年
来
か
ら
の
国
際
情
勢
な
ど
も
考
え

今
後
ど
の
よ
う
に
進
展
し
て
い
く
の

か
、
そ
う
し
た
変
化
に
如
何
に
対
応

し
て
い
く
べ
き
か
を
考
え
、
み
ず
か

ら
の
生
活
設
計
を
た
て
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
公
民
館
で
は
三

月
に
二
回
に
わ
た
っ
て
夜
間
、
成
人

大
学
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日

時

第
一
回
目

三
月
十
=
百
午
後
七
時

三
十
分

三
月
十
八
日
午
後
七
時

三
十
分

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

聞
き
の
お
知
ら
せ

四
月
七
日
(
日
)

午
前
十
時

中
央
公
民
館
広
場

尚
コ

1
ト
聞
き
に
先
だ

っ
て
、
三

月
三
十
一
日
(
日
)
午
前
十
時
よ
り

コ
ー
ト
整
備
を
行
な
い
ま
す
の
で
多

数
の
出
席
を
望
み
ま
す
。

第
二
回
目

磯
部
信
子

初
雪
な
り
研
修
の
座
の
ざ
わ
め
き
て

松
岡
満
子

淡
雪
や
酔
ひ
し
と
思
ふ
頬
に
手
を

井
上
ま
き
江

風
邪
の
子
の
窓
を
よ
ぎ
り
し
奴
凧

内
藤
ふ
く
次

空
区
切
る
稜
線
黒
く
寒
夕
焼

伊
藤
春
江

春
の
雪
歳
月
か
く
も
美
し
く

泉

東

翠

糸
孝
系
米
し
み
児
等
の
意
気
朗
ら

花
形
徳
造

砂
焼
立
て
、
連
山
眠
り
け
り

三

神

衛

寄
り
合
っ
て
朝
日
の
中
の
寒
雀

森
田
み
づ
ほ

初
風
呂
の
湯
の
豊
な
り
句
一
ツ

野
沢
か
つ
子

台
布
巾
L
ぼ
り
し
ま
3

に
凍
り
け
り

塩
田
麻
子

踏
ま
れ
で
も
根
強
く
伸
び
る
寒
水
仙

鮎
川
た
か
じ

雪
降
り
に
母
偲
び
つ
、
床
に
つ
く

輿
石
き
だ
代

カ
ー
テ
ン
を
細
目
に
雪
の
夜
景
見
る


